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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
今
年

４
月
、
首
都
を
ジ
ャ
カ
ル

タ
か
ら
ジ
ャ
ワ
島
以
外
に

移
転
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。
移

転
理
由
は
世
界
最
悪
と
言
わ
れ
る
交
通

渋
滞
だ
け
で
は
な
い
。
地
下
水
の
過
剰

く
み
上
げ
で
地
盤
沈
下
が
加
速
し
、
２

０
２
５
年
ま
で
に
市
内
の
一
部
は
５
㍍

沈
下
し
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上

昇
と
異
常
潮
位
の
高
ま
り
で
首
都
水
没

の
危
機
を
迎
え
て
い
る
。

　

19
年
４
月
末
の
豪
雨
に
よ
り
ジ
ャ
カ

ル
タ
市
内
は
交
通
が
す
べ
て
マ
ヒ
し
、

大
き
な
経
済
損
失
を
被
っ
て
い
る
。
地

下
水
の
過
剰
く
み
上
げ
と
海
面
上
昇
に

よ
り
、
50
年
ま
で
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
北
部

の
95
％
は
海
に
沈
む
と
い
う
試
算
も
出

て
い
る
。

　

首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
急
激
な
経
済
発

展
と
人
口
の
流
入
（
首
都
圏
人
口
約
３

２
０
０
万
人
、
18
年
推
計
）
に
よ
り
、

上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
が
追
い
付
か
ず
、

ま
た
水
道
料
金
の
支
払
い
を
逃
れ
る
た

め
に
、
違
法
な
地
下
水
く
み
上
げ
が
横

行
し
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
民
の
約
60
％
が
地

下
水
利
用
で
暮
ら
し
て
い
る
。
地
下
水

位
の
異
常
な
低
下
に
よ
り
、
す
で
に
市

内
の
大
き
な
建
物
に
構
造
的
な
ゆ
が
み

が
発
生
し
、
ク
ラ
ッ
ク
が
入
り
、
建
物

は
傾
き
、
低
層
階
は
道
路
よ
り
も
低
く

な
る
現
象
が
現
れ
て
い
る
。
現
在
で
も

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
街
地
の
半
分
は
、
海
抜

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
過
剰
く
み
上
げ
に
よ
り
地
盤
の

不
等
沈
下
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
大
規
模

な
「
く
ぼ
地
が
発
生
」、雨
が
降
っ
て
も

海
に
流
れ
な
い
状
態

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態

で
高
潮
が
来
れ
ば
、

首
都
は
瞬
時
に
水
没

す
る
。
07
年
の
季
節

風
が
も
た
ら
し
た
豪

雨
に
よ
り
、
首
都
の

半
分
は
水
没
、
そ
の

被
害
額
は
５
億
㌦

（
約
５
５
０
億
円
）を

超
え
た
。
バ
ン
ド
ン

工
科
大
学
の
調
査
で

は
「
北
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
は
、
こ
の
10
年
間
２
・
５
㍍
地
盤
沈

下
」
と
報
告
し
て
い
る
。

　

ま
た
15
年
に
国
連
と
世
界
銀
行
が
行

っ
た
気
候
変
動
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
）
の
発
表
で
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

大
半
が
海
面
下
に
水
没
す
る
の
は
25
年

と
予
想
、
海
水
が
現
在
の
海
岸
線
か
ら

内
陸
部
へ
約
３
㌔
流
入
し
、
商
業
地
区

の
大
半
が
マ
ヒ
し
、
数
百
万
人
が
避
難

す
る
事
態
に
な
る
と
警
告
し
て
い
る
。

　

地
下
水
の
過
剰
く
み
上
げ
に
よ
る
地

盤
沈
下
は
、
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
に
共

通
す
る
問
題
だ
。
特
に
、
上
海
、
バ
ン

コ
ク
、
マ
ニ
ラ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
と
い
っ

た
巨
大
都
市
や
首
都
で
加
速
度
的
に
進

行
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
都
市
機

能
の
維
持
が
困
難
に
な
る
。

首
都
が
軒
並
み
沈
下

　

上
海
で
は
、
１
９
９
０
年
代
に
建
設

さ
れ
た
２
０
０
０
棟
以
上
の
高
層
ビ

ル
、１
０
０
棟
以
上
の
超
高
層
ビ
ル（
高

さ
１
０
０
㍍
以
上
）
の
〝
足
元
〟
が
極

め
て
危
険
な
状
態
に
あ
る
。
12
年
、
中

国
で
最
も
高
い「
上
海
中
心
大
厦
」（
６

３
２
㍍
）
の
周
辺
道
路
に
大
き
な
亀
裂

が
発
生
し
、
市
民
か
ら
不
安
視
す
る
声

が
ネ
ッ
ト
上
で
拡
散
し
た
。

　

も
と
も
と
上
海
は
海
に
近
く
、
地
盤

は
堆
積
層
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
１
９

２
１
～
65
年
ま
で
に
１
・
７
㍍
地
盤
が

ジャカルタでは洪水が多発している

Bloomberg
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沈
下
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
同
市
は
66

年
か
ら
地
下
水
の
く
み
上
げ
を
制
限
、

そ
れ
で
も
違
法
な
地
下
水
の
く
み
上
げ

が
横
行
、
公
式
発
表
で
２
０
０
５
年
は

８
・
４
㍉
、
07
年
は
７
㍉
と
地
盤
沈
下

は
続
い
て
い
る
。

　

上
海
市
の
第
12
次
５
カ
年
計
画
で
も

地
盤
沈
下
防
止
計
画
（
年
平
均
地
盤
沈

下
を
６
㍉
以
下
に
抑
え
る
）
が
、
た
と

え
達
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
将
来
へ
の

不
安
感
は
解
消
さ
れ
な
い
。

　

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
都
市
圏
で

は
、
80
年
以
降
の
経
済
発
展
に
伴
う
過

剰
な
地
下
水
く
み
上
げ
で
地
盤
沈
下
の

問
題
が
顕
在
化
し
、
構
造
物
の
不
等
沈

下
や
洪
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
過

去
50
年
間
で
バ
ン
コ
ク
南
部
の
海
岸
線

が
内
陸
に
移
動
し
、
市
内
の
地
表
面
の

標
高
は
、
平
均
海
面

と
同
レ
ベ
ル
に
な
っ

て
い
る
。
世
界
銀
行

の
発
表
に
よ
る
と
首

都
バ
ン
コ
ク
は
２
０

３
０
年
ご
ろ
に
は
都

市
全
体
の
40
％
が
浸

水
被
害
を
受
け
る
と

指
摘
。
近
い
将
来
再

び
大
規
模
な
洪
水
が

起
こ
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
ン
コ
ク
は
以
前

か
ら
気
候
変
動
に
よ

る
洪
水
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、
開
発

の
遅
れ
や
計
画
の
ズ
レ
で
、
今
後
10
年

ほ
ど
で
部
分
的
に
浸
水
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
同
国
政
府
は

国
際
的
に
は
珍
し
い
「
地
下
水
税
」
や

「
地
下
水
保
存
税
」な
ど
の
課
税
制
度
を

導
入
し
て
い
る
が
、
違
法
な
井
戸
が
多

く
、
同
市
内
で
は
年
間
１
～
２
㌢
の
地

盤
沈
下
が
進
行
し
て
お
り
、
幹
線
道
路

の
陥
没
や
住
宅
が
壊
れ
る
な
ど
被
害
が

顕
在
化
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
首
都
マ
ニ
ラ
で
深
刻

化
し
て
い
る
都
市
型
洪
水
も
、
地
盤
沈

下
が
主
因
だ
。
と
り
わ
け
マ
ニ
ラ
北
東

部
の
カ
マ
ナ
バ
地
区
で
は
洪
水
範
囲
が

急
拡
大
し
て
い
る
。
被
害
の
大
き
い
地

域
の
地
盤
が
ほ
と
ん
ど
粘
土
質
で
あ

り
、
粘
土
は
水
が
無
く
な
る
と
固
ま
る

性
質
が
あ
り
、
一
度
固
ま
る
と
雨
が
降

っ
て
も
保
水
で
き
な
い
。

　

マ
ニ
ラ
北
東
の
沿
岸
部
か
ら
過
去
数

年
間
に
、
少
な
く
と
も
５
０
０
０
人
が

移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
、
海
岸

水
域
が
地
盤
沈
下
で
内
陸
部
に
広
が
っ

た
た
め
で
あ
る
。
海
面
上
昇
よ
り
差
し

迫
っ
た
、
い
わ
ば
人
災
で
あ
る
。
新
国

際
空
港
が
建
設
さ
れ
る
ブ
ラ
カ
ン
州

も
、
毎
年
４
～
６
㌢
の
地
盤
沈
下
が
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
環
境
省
水
源
管
理
局
が

14
～
17
年
に
か
け
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と

メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
方
の
地
盤
調
査
（
３

３
９
カ
所
）
を
行
っ
た
結
果
、
全
体
の

90
％
で
、
工
業
化
の
た
め
の
地
下
水
の

過
剰
く
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
確

認
さ
れ
た
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
沈
下
速
度
が
最

大
で
年
間
２
㌢
に
達
し
て
い
る
場
所
も

あ
る
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
区
は
、
ベ
ト

ナ
ム
最
大
都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
核
に
約

１
８
０
０
万
人
が
住
み
、
同
国
で
の
経

済
中
心
、ま
た
コ
メ
の
産
地
で
も
あ
る
。

同
市
で
取
水
さ
れ
て
い
る
地
下
水
は
１

日
当
た
り
１
０
０
～
２
０
０
万
立
法

㍍
。
同
市
の
人
民
委
員
会
は
07
年
に
地

下
水
取
水
を
制
限
し
た
が
、
実
効
は
上

が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
の
海
岸
地
区
以
外
で
は
、
イ

ラ
ン
の
首
都
で
約
１
５
０
０
万
人
が
暮

ら
す
テ
ヘ
ラ
ン
も
大
規
模
な
地
盤
沈
下

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
街
全
体
を
人
工

衛
星
か
ら
計
測
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
テ
ヘ
ラ
ン
市
内
の
約
10
％
で
急
激

な
地
盤
沈
下
が
観
測
さ
れ
、
そ
の
最
大

値
は
年
間
25
㌢
に
も
達
し
て
い
る
。

日
本
の
役
割

　

海
岸
地
域
に
立
地
し
た
都
市
で
地
盤

沈
下
が
生
じ
た
場
合
、
洪
水
リ
ス
ク
、

建
物
へ
の
被
害
、
橋
や
道
路
、
鉄
道
被

害
な
ど
社
会
資
本
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
。

　

日
本
で
も
60
年
代
ま
で
地
下
水
の
過

剰
く
み
上
げ
で
地
盤
沈
下
が
継
続
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
は
拡
大
化
し
た
。政
府
は
56
年
に「
工

業
用
水
法
で
一
定
規
模
の
工
業
用
井
戸

に
つ
い
て
許
可
制
」
に
し
許
可
基
準
を

定
め
地
盤
沈
下
の
防
止
を
図
っ
た
。
62

年
に
は
「
建
築
物
用
地
下
水
の
採
取
の

規
制
に
関
す
る
法
律
」
を
定
め
、
許
可

制
に
し
て
地
盤
沈
下
の
防
止
を
強
化
。

　

特
に
大
阪
府
、東
京
都
、埼
玉
県
、千

葉
県
は
条
例
に
基
づ
く
規
制
を
強
化
し

た
。
そ
の
結
果
、
73
年
ご
ろ
か
ら
地
盤

沈
下
は
減
少
傾
向
を
示
し
、
79
年
か
ら

地
盤
沈
下
は
沈
静
化
状
態
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
日
本
の
生
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や

技
術
を
ア
ジ
ア
諸
国
に
伝
授
し
ア
ジ
ア

の
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
日
本
の

役
目
で
あ
ろ
う
。�


